
(57)【要約】

【課題】  高温蒸気と冷却流体が全体に且つ均一に混合

されて、減温蒸気に温度ムラを生じることのない蒸気用

減圧弁を提供する。

【解決手段】  蒸気管路１に減圧弁７を取り付ける。減

圧弁７を弁部８と気液分離器１０と蒸気トラップ１１と

で形成する。蒸気トラップ１１の復水出口に復水供給管

３を接続する。出口管路５に復水溜部２を設けて復水供

給管３の他端を接続する。復水溜部２の外周に超音波振

動子４を取り付ける。出口管路５には減温された蒸気の

温度を検出するための温度センサ６を取り付ける。

　超音波振動子４により復水溜部２で復水が霧化され、

減圧弁７の出口１３から出口管路５を流下してくる過熱

蒸気と混合されることによって、過熱蒸気は所定温度の

蒸気へ減温される。温度センサ６からの検出温度値に応

じて、制御弁９の開度がコントロールされることにより

、供給される復水の量が制御される。

【選択図】  図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  管 路 を 流 下 す る 蒸 気 を 所 定 の 減 圧 状 態 に 維 持 す る 減 圧 弁 と 、 当 該 減 圧 弁 に 、 蒸 気 と 復 水
を 分 離 す る 気 液 分 離 器 と 、 分 離 し た 復 水 を 系 外 へ 排 出 す る 蒸 気 ト ラ ッ プ と を 内 蔵 し た も の
に お い て 、 蒸 気 ト ラ ッ プ か ら 排 出 さ れ る 復 水 を 減 圧 弁 の 二 次 側 の 管 路 へ 供 給 す る 復 水 供 給
管 を 接 続 し て 、 当 該 復 水 供 給 管 に 、 復 水 を 霧 化 す る 超 音 波 振 動 子 を 取 り 付 け た こ と を 特 徴
と す る 蒸 気 用 減 圧 弁 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 高 圧 力 状 態 の 蒸 気 を 所 定 の 低 圧 力 蒸 気 ま で 減 圧 す る も の に 関 し 、 特 に 、 減 圧
弁 の 二 次 側 す な わ ち 出 口 側 の 蒸 気 を 所 定 の 温 度 例 え ば 飽 和 蒸 気 温 度 ま で 減 温 す る こ と の で
き る 蒸 気 用 減 圧 弁 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  蒸 気 用 減 圧 弁 は 、 蒸 気 の 圧 力 だ け を 所 定 値 ま で 減 圧 さ せ る も の で あ り 、 減 圧 弁 か ら の 自
然 放 熱 が 少 な い 場 合 は 蒸 気 の 等 エ ン タ ル ピ 変 化 と な っ て 、 減 圧 弁 を 通 過 し て 減 圧 さ れ た 蒸
気 は 一 般 的 に は 飽 和 蒸 気 温 度 よ り も 高 い 温 度 の 過 熱 状 態 の 蒸 気 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
  こ の 蒸 気 用 減 圧 弁 に お い て は 、 加 熱 容 器 の 二 次 側 の ド レ ン す な わ ち 液 体 を 高 温 蒸 気 と 接
触 さ せ て 蒸 気 の 温 度 を 減 温 す る た め に 、 蒸 気 の 全 体 が 均 一 に 減 温 さ れ ず に 、 減 温 蒸 気 に 温
度 ム ラ を 生 じ て し ま う 問 題 点 が あ っ た 。 す な わ ち 、 高 温 蒸 気 に ノ ズ ル 等 を 介 し て 冷 却 水 を
供 給 し て も 、 蒸 気 と 水 滴 が 全 体 に 且 つ 均 一 に 混 合 さ れ ず に 温 度 ム ラ を 生 じ る の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ８ ８ ９ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
  解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 高 温 蒸 気 と 冷 却 流 体 が 全 体 に 且 つ 均 一 に 混 合 さ れ て 、 減 温 蒸
気 に 温 度 ム ラ を 生 じ る こ と の な い 蒸 気 用 減 圧 弁 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
  本 発 明 は 、 管 路 を 流 下 す る 蒸 気 を 所 定 の 減 圧 状 態 に 維 持 す る 減 圧 弁 と 、 当 該 減 圧 弁 に 、
蒸 気 と 復 水 を 分 離 す る 気 液 分 離 器 と 、 分 離 し た 復 水 を 系 外 へ 排 出 す る 蒸 気 ト ラ ッ プ と を 内
蔵 し た も の に お い て 、 蒸 気 ト ラ ッ プ か ら 排 出 さ れ る 復 水 を 減 圧 弁 の 二 次 側 の 管 路 へ 供 給 す
る 復 水 供 給 管 を 接 続 し て 、 当 該 復 水 供 給 管 に 、 復 水 を 霧 化 す る 超 音 波 振 動 子 を 取 り 付 け た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  本 発 明 の 蒸 気 用 減 圧 弁 は 、 復 水 供 給 管 に 超 音 波 振 動 子 を 取 り 付 け た こ と に よ り 、 こ の 超
音 波 振 動 子 に よ っ て 復 水 を 霧 化 し て 高 温 蒸 気 の 全 体 に 且 つ 均 一 に 混 合 さ せ る こ と が で き 、
高 温 蒸 気 を 温 度 ム ラ な く 減 温 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
  本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 復 水 を 霧 化 す る も の で あ り 、 復 水 供 給 管 を 流 下 す る 復 水
を 霧 化 す る こ と も 、 あ る い は 、 復 水 供 給 管 の 復 水 を 溜 め 置 い て 霧 化 す る こ と も で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  図 １ は 、 本 発 明 の １ 実 施 例 の 構 成 図 で あ っ て 、 蒸 気 が 流 下 す る 蒸 気 管 路 １ と 、 蒸 気 管 路
１ に 設 け た 減 圧 弁 ７ と 、 減 圧 弁 ７ の 二 次 側 す な わ ち 出 口 側 に 取 り 付 け た 復 水 溜 部 ２ と 、 復
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水 溜 部 ２ へ 復 水 を 供 給 す る 復 水 供 給 管 ３ 、 及 び 、 復 水 溜 部 ２ の 外 周 に 取 り 付 け た 超 音 波 振
動 子 ４ と で 蒸 気 用 減 圧 弁 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 減 圧 弁 ７ は 、 弁 部 ８ と 気 液 分 離 器 １ ０ と 蒸 気 ト ラ ッ プ １ １ と で 構 成 さ れ 、 蒸 気 管 路 １ を
入 口 １ ２ と 接 続 し 、 出 口 １ ３ に 出 口 管 路 ５ を 接 続 す る 。 入 口 １ ２ か ら 減 圧 弁 ７ 内 へ 流 入 し
て き た 蒸 気 と 放 熱 に よ っ て 発 生 し た 復 水 と の 混 合 流 体 は 、 気 液 分 離 器 １ ０ で 蒸 気 と 復 水 が
分 離 さ れ 、 蒸 気 ト ラ ッ プ １ １ か ら 復 水 だ け が 復 水 供 給 管 ３ へ と 排 出 さ れ る と 共 に 、 復 水 の
分 離 さ れ た 蒸 気 が 弁 部 ８ で 所 定 の 低 圧 力 へ 減 圧 さ れ て 出 口 １ ３ か ら 出 口 管 路 ５ へ と 流 下 す
る 。 こ の よ う に 、 弁 部 ８ で 所 定 の 低 圧 力 ま で 減 圧 さ れ た 蒸 気 は 、 飽 和 蒸 気 温 度 よ り も 高 音
の い わ ゆ る 過 熱 蒸 気 と な っ て 出 口 管 路 ５ か ら 復 水 溜 部 ２ へ と 流 下 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  出 口 管 路 ５ に は 、 減 温 さ れ た 蒸 気 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 セ ン サ ６ を 取 り 付 け て 、 図 示 し
な い 減 温 蒸 気 使 用 箇 所 と 接 続 す る 。 復 水 溜 部 ２ の 外 周 に 取 り 付 け た 超 音 波 振 動 子 ４ で も っ
て 溜 部 ２ 内 の 復 水 を 霧 化 す る こ と に よ り 、 こ の 霧 状 の 復 水 と 出 口 管 路 ５ を 流 下 し て く る 高
温 の 過 熱 蒸 気 と を 均 一 に 混 合 し て 、 過 熱 蒸 気 を 飽 和 蒸 気 温 度 ま で 減 温 す る こ と が で き る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  復 水 供 給 管 ３ に は 制 御 弁 ９ を 取 り 付 け る 。 復 水 供 給 管 ３ か ら の 供 給 量 を 、 温 度 セ ン サ ６
の 検 出 値 に 応 じ て 制 御 弁 ９ の 開 度 を 調 節 す る こ と に よ っ て 任 意 に 制 御 す る こ と が で き る も
の で あ る 。 減 圧 弁 ７ で 所 定 の 低 圧 力 ま で 減 圧 さ れ る 前 の 蒸 気 は 高 圧 で あ り 、 気 液 分 離 器 １
０ と 蒸 気 ト ラ ッ プ １ １ で も こ の 高 圧 状 態 で あ る た め に 、 蒸 気 ト ラ ッ プ １ １ か ら 復 水 供 給 管
３ を 通 し て 復 水 は 復 水 溜 部 ２ へ 流 下 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 実 施 例 に お い て は 、 超 音 波 振 動 子 ４ を 復 水 溜 部 ２ に 取 り 付 け た 例 を 示 し た が 、 超 音 波 振
動 子 ４ を 復 水 供 給 管 ３ の 外 周 に 取 り 付 け て 、 復 水 を 霧 化 し て 出 口 管 路 ５ 内 の 高 温 蒸 気 と 混
合 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 蒸 気 用 減 圧 弁 の 実 施 例 を 示 す 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
  １   蒸 気 管 路
  ２ 　 復 水 溜 部
  ３   復 水 供 給 管
  ４ 　 超 音 波 振 動 子
  ６ 　 温 度 セ ン サ
  ７ 　 減 圧 弁
  ８   弁 部
  ９   制 御 弁
１ ０ 　 気 液 分 離 器
１ １ 　 蒸 気 ト ラ ッ プ
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【 図 １ 】
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